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モダン@ダンスの理意とフォルム

一内面を語るために…

木山慶子事

The ideal and form of modern dance 

Keiko KIYAMA移

Abstract 

This study aims to examine ihe development of田odemdance， a dance form pioneered by lsadora 

Duncan by rejecting tradition and format. 

Modern dance is a dance form in which the dancer freely expresses their emotions， usin蕗hisor her 

own methods. 

Duncan danced only as she liked and followed no her forms. Dancers who supported the rise of 

modem dance after Duncan， however， did follow their own forms. Martha Graham estab!isbed the 

Graham technique for trainin富dancersand Rudolf Laban supported educational dance幅

It can be said that Duncan by destroying the classical fonn of dance went on to produce a form that 

is tangible and substantive for everyone， even though dances created by Graham， Laban and Wigman 

differ in style. 

Modem dance rebelled against the traditional formal of classical ballel; however， the form of 

expressivity was necessary to reveal the inside. 

庇藍Y噛ORD畠:modern dance， ideal， form， expressivity 

し はじめに

ジャッタ・アンダソンは， rモダン・ダンスjはあ

まり皆に好まれてきた言葉ではないu と言っている

確かに，取ち扱いに困る言葉である.モダン・ダンス

に携わってきた舞踊家，あるいは振付家，そして批評

家たちは，一様にこの言葉に困惑させられてきた

その定義づけも極めて難しく，モダン・ダンスとは，

と聞かれると，即答できず，まずは考え込んでしまう.

それにもかかわらず，舞総を志す者や舞踊に関わる者

のほとんどがとの言葉を知っており，モダン・ダンス

ね，となんとなく領いてしまうようにこの言葉は定

着し，モダン・ダンスという芸術は花開いた.
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モダン剛ダンスを定義しづらい理由の一つは，それ

があるシステムや技術を指すのではなく，ダンスに対

する姿勢を示すものゼあり，また，領性を芸術に生か

すことおよび綴人的な振付スタイルの開発を促す観点

坊であるからだ.海野はモダン・ダンスを「自分の私

的な感情やj思想の身体的表現J，)としているが，ぞれ

なら，振付家の数だけ舞踊の種類があるともいえる.

まさに，これがモダン・ダンスだ，と一言で表すのは

至難の業である.

しかしながら，モダン・ダンサーといえば，イサド

ラ・ダンカン(IsadoraDuncan)，ルース・セント・

デニス (RuthSt. Denis)，テッド園ショーン (Ted

Shawn)，マーサ・グラハム (MarthaGraham). Jv 
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ドルフ・ラパン (RudolfLaban). メリー・ヴィグマ

ン (MaryWigman)であり，彼らによる照りが我々

の認識しているモダン・ダンスであるといえる.

とのモダン・ダンスは，時世紀にそれまで芸術舞

踊の代表であったクラシック量パレエへの反逆かち始

まり，その反逆によって一気に舞踊の本質に迫ろうと

した.特定の形式の棒にとらわれず，いかなる束縛に

もとらわれず，入院の最も根源的である肉体によって

迫ろうとしたのである.江口隆裁らは. rモダン・ダ

ンスとは「新しい舞繍jであるJ4) といっているが，

案のところモダン署ダンスはモダンなものつまり新し

いものというだけではなく，人間の身体を媒体とした

より基本的・根緩的なものであるともいえる町

近代舞踊叢命はl宮世紀の半ばに西洋で起こり，新

しい舞踊が新しい文化現象として社会的に容認され，

受け入れられるようになったのは20世紀に入ってか

らとなる近代舞踊革命はそれまでの伝統的舞踊，す

なわち西洋における古典芸術舞踊であったバレエを否

定するととから始まった.;1'1再は.バレニEを否定すると

とによって発足したのは，次の二つの理由からである

，)と述べている.

その第ぬの理由は，パレヱがステッブの決まった墾

をつくってしまっただけではなく，踊る者の身体その

ものまで，コルセットとトゥーシューズで縛tJ，ダン

カンの言う，ついには体のー部分を奇形化したことで

ある.つまり，身体を縛り奇形化することは人隠その

ものを縛り奇形化するととであるから， Zこれは打破さ

れなければならなかった.第二の理由は，パレヱの中

の締りの部分は場面をつなま場面を飾る装飾であっ

て，本筋とは関係がなく B 動く小道具，動く衣装とし

ての使命しかもっていなかった言い換えれば，パレ

エの締りは人間の感情とか表現を認めなかったところ

にある.

このように，人間そのものを束縛した点，そしてバ

レエの踊りが感情を認めなかったことから，バレエを

否定する結果に至ったと考えられた.

近代芸術革命において，美術や膏楽や文学はルネサ

ンス以来，めざましい進歩発達を遂ほ芸術家は技巧

だけを提供するただの職人ではなく，自分を主張し自

己の思想感情を表現するようになってきた そしてそ

れが芸術というものの常識となってきた時に，舞踊に

おいても，型にはめられた「動く道具jであったバレ

エを舞踊芸術として容認できなくなったのはむしろ当

然の流れであった，

モダン E ダンスに生きる人々にとって，パレヱ践j形

式は苦痛であり，ぞれを束縛であると感じたのであろ

う.芸術革命前の舞踊家はパレエ的形式の中に生きて

きたが，世の中は変化していたのであり，新しい時代

の新しい人間が生まれてきたのであった.しかしなが

ら，ダンカンによって破壊された形式や枠組みは，や

がてモダン咽ダンスが街かを表現する芸術として確立

するために，ラパンやヴィグマン，グラハムによって，

モダン・ダンスのフォルムとして，再び形成されてい

くことになる

本稿では，形式に反逆して誕生したモダン・ダンス

が，どのような理念を持ち，いかに展開されていった

かを検討し，現在にも生きるモダン aダンスが必要と

した表現性とフォルムについて考察するととを目的と

する

2.モダン，ダンスの創成から展開

1)モダン園ダンスの言語成 ーイサドラ a ダンカン

(Isadora Duncan 1串77-1豊27)ー

古典舞鶴芸術時代の中で，パレヱという洋襲撃の伝統

~:: .反逆と革命の衝撃を引き起とこしたのが， イサド

ラ・ダンカンである.イサドラ・ダンカンは 入ひと

りの人間が自分の方法で自由に感情表現できる舞踊を

求め紛トゥ・シューズや肉体を締め付ける衣装を脱ぎ

捨て.ギリシア舞踊や波や臓の動きをモチーフにして

腐った.ダンカンの表現法は即興に慕穏をおき，動き

やステップを予め設定するととを嫌い，まったくゼは

なかったが問じ動きを繰り返すことがほとんどなかっ

たので，一定の形式への系統化はほぼ不可能であった.

したがってダンカンの腐りは，彼女が舞台から姿を消

すと共に消滅してしまうという運命を避けられなかっ

た しかしながら，その思想とめざす方向は輩命的な

影響栓同時代の人々や後継者に残している.

2)モダン闘ダンスの展鴎

(1)ルドルフ・ラパン

(Rudolf Laban 187仏 1958)

ダンカンの舞踊を理論的に一定の方向へ展開したの

がルドルフ・ラパンである.ラパンは，近代舞踊の父

と呼ばれる舞踏家であり，モダン蜘ダンスの理論的主

導者であった，モダン・ダンスはラパンによって理論

的成長を成し遂げた.彼iま，舞踊は空間構成との調和

に結びつくという考えから，運動の基本原則を打ちた

てた.ラパンが，舞踊が空間芸術であるととを証明し

たことは，舞踊自身の形式を確立するための基本条件
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を見出し，不変の基盤をつくったという意味で，舞踊

史上非常に主重要な意義を持つものである.

また，ラパンは運動についての考え方を「エフオー

トeffortJ という語で表現した.彼は，基本的な八つ

の動ぎを例示し，それらの動ぎを内側から推進するカ

をヱブオートであると表した その結果，すべての動

きはエフオートの実現として理解されるととになり，

ζとで人間の精神的な態度を含む運動の分析が可能と

なった ラパンの研究は，舞踊空間の分析からはじま

IJ.三i草iと六方向，それから発援する想像立体にまで

進んだ.そしてこれらと強行して舞踊の記録法の研究

がなされていった

(2)メリー・ヴィグマン

(Mary Wi富 田an1畠86-1973)

ラパンの研究は，弟子のメリー・ヴィグマンによっ

て実証された.ヴィグマンの舞踊の第ーの特色は，既

成の音楽から離れて無音楽舞踊を試み，振付と平行し

て音楽を作曲したことにある 第二の特色は空間の認

識である.査室動範留の縦界あるいは運動しようとする

々に対する抵抗を示す褒素としてのさ苦闘を認識し，各

個人が自分を見出し，適応していかなければならない

宇宙の象額約提示として空間をとらえたのである.第

三の特色は群舞であった.これは，個人を否定するこ

とではなく，群舞によって舞踊表現の領域を拡大し，

新しい表現の質を加えようという意図をもっていたの

である圃第四の特色は仮面を使ったことである.ヴィ

グマンは自己を象徴的舟在にまで高める一つの方法と

して多くの作品に仮言語を使用したa

ヴィグマンはラパンの理論や法則を芸術作品にして，

舞台の上から証明し，作品によってラパンの多くの進

歩的な理論の裏づけをした.彼女が悶じ時代の他の舞

踊家よりもはるかに広く世界中に知れわたっているの

は，彼女の偉大な創作活動と多彩な舞台活動があった

からである.彼女はドイツばかりでなく全ヨーロッパ

で活躍し，さらにアメリカでの数多くの公演は，アメ

リカのモダン，ダンスにも多大なる影響を及ぼしてい

る.

3)アメリカにおけるモダン z ダンスの隆盛

(1) )レース・セント醐デニス

(Ruth St.Denis 1877-1官68)

アメリカにおけるモダン・ダンスの流れは，ダンカ

ンのあとJレース aセント剛デニスの出現に引き継がれ

る.}vース・セント・デニスは東洋の神秘的で儀式的

な舞踊そアメリカの舞踊に取り入れたいと顕い，東洋

的動色衣装，音楽を用いた舞鶴を織った.その後，

アメリカに拠点安定めて活躍したデニスは，テッド・

ショーンと共同して総合的なダンスーカリキュラムを

もった学校とヂニ・シ日ーン舞鶴間を組織し，創作活

動・舞台活動を精力的に行い，モダン圃ダンスの訓練

の体系の確立に努め 1曽20年代から30年代にかけて

のモダン・ダンスの隆盛の礎を築いた.ぞとからその

後のアメリカ・モダン・ダンスの主導者ーとなる舞踊家

を多く輩出している E

やがてE 次の新しい世代のダンサーたちが，彼らの

前に走るダンカンやデニショーン・スタイルの限界そ

批判するために立ち上がった.ダンス界においては，

弟子が師匠に反抗し鱒匠を含めたスタイルを否定する

ことによって独自の新しい表現にj!JJ濠する場合が多く，

モダン・ダンスはfiいダンサーたちが先輩ダンサーか

ら学び，彼らを追い越し，あるいは彼らに積極的に反

抗していった嗣モダン・ダンスは，邸を離れたダンサ

ーによってそれぞれの独自の新たな可能性を追求して

いきながら発展していった.

(2)マーサ z グラハム

(Martha Graham 1串哲3-1骨骨1)

ョーン・スクールが育てた人々の中で最も偉

大な人物はもちろんマーサ・グラハムであった.グラ

ハムは，舞踊の目的を「内面の挑撃の視覚化jとし，

この目的は，肉体をいかなる芸術的要求にも応えうる

完全な状態に到渓させることによって，実現されると

考えていたe したがって，テクニックを身体養成の手

段というよりは，それ以上のもの，つま号，存在修練

の手段と見ていた.グラハムは呼吸に伴う身体の動き

を詳細に観察し，ぞれをもとに独自のテクニックとな

る「コントラクションjと{リリースjを考案した.

このテクニックは，彼女が追い求めた内面世界と対応

した形式，)である.またグラハムは他のジャン)1;の芸

術家との共問作業をやり遂げた凶音楽においても，美

術においても，照明においても，またコスチュームに

おいても，彼女は革新的だった.

グラハムの舞踊掛からは，多くの舞踊家，振付家が

大成していった.アンナ・ソコロワやジーン・エルド

マンといった，グラハムの傍ら近くにいた初期の弟子

たちだけではない，マース aカニングハム，ポール・

テイラーも， トワイラ・サーブも，エリサ・モンテも標

そうである.むろん，彼らのすべてがグラハムの宣教

併になったわけではない むしろ反旗を翻し批判者に

なって出て行った者のほうが多かった.いずれにせよ，

グラハムは彼らの原点にほかならなかった8人
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(3)マース・カニングハム

(Merce C田 ningham1告1宮)

1945年にグラハムのもとを去ったマースーカニン

グハムは，自由を束縛している物語的装飾性を削ぎ落

とすことで舞腐を様々な慣習から解放し，新たな可能

性を切り拓こうとした.カニングハムは.i町を表現す

るかの表現内容ではなく，動きそのものに関心を持っ

た.カニングハムの振付では，動ぎのつながり，場面

展開には一貫性や連続性，調和什ーがなく，空間は分割

され，いくつかのグループが探関係にそれぞれの動き

を同時に進行させる.こうした作品の振付法として，

彼は偶然牲と郎輿を用いた.動かす身体部位，動ぎの

順序，フレーズのj顧序，ダンサーの位置や軌跡などを

コインやダイス投げで決定する との偶然性の重量照は

習慣を覆し，新しい動きやコンビネーションを生んだ

9' 舞台スペースの処理の方法にも，カニングハムの

振付に対する望書勢の特徴がある これまでの舞踊の舞

台は，バレリーナか男性舞騎手，ヒーローかヒロイン

などを若手舞が阻んでいるととがほとんどであった.カ

ニングハムの作品では，常に中心があるのではなく，

中心はあっても移動し続け，全体に1"1じだけの重点を

おく.観客は振付によってある“点に視線が誘導され

るのではなく，活動の場の中を好き勝手に見渡す自由

を得るZごとになる，また彼は「作品の構成要素である

ムーブメント，音楽，舞台装撞らは独立したものの共

存だjと捉え，舞踊，審議，美術が自立的に存在し，

相互干渉せず，同一空間で同時進行するという形叫

での創作作業を行っている.

カニングハムは，舞踊のもっている伝統的な構造を

破壊していった.後の舞踊はダンサーの肉体を振付と

いう強制によって束縛することを極力避け，肉体に振

付の枠をこえた自由度を与えることによってP 肉体に

新しい可能性を展開させようとしているそれは肉体

を中心にした新しい時間と空間の体験であった.被は

独創的に，分離約に，何かを表現することを否定する

ζとによって表現しようとする.カニングハムは有福

の論じるように「舞踊をして舞踊を諮らしめるという

20世紀の舞踊の新しい方向を模索していたj叫という

ことfJ1できる.

3.モダン・ダンスの表現性

代の新しい舞踏として生まれたモダン・ダンスは，ク

ラシック・バレエを否定するととから始まった.モダ

ンーダンスはそれまでのバレエを中心にした古典的・

伝統的舞織にみられる形式的・外形的な芸術の様式の

制約を惜しげもなく取り払い，自然に，自由~;::.のび

のびと展開された.それは，個々の人々の内聞を形成

している思想感情を，外へ表現する国新しい舞踊で

もあった.

ダンカンが切り拓いた舞踊は，ただただ自由で，新

しいというだけであった，したがってダンカンによる

舞踊は，理論も方法も残されないまま，彼火の死と共

にすIlえ去ってしまったー舞踊革命によって登場した奔

放な新しい舞踊の熱狂的歓迎から，やがて次から次へ

と舞踊の名のもとにさまざまな舞綴家と称する人々に

よる作品が発表され，次第に熱は冷め，観客は遠ざか

っていき，舞踊家らは自らを反省する必襲に迫られた.

そして彼らが自らを振り返ってみると，第一に方法論

をもっていなかったE 舞踊の基本的形式，身体訓練法，

舞踊創作法，音楽との関係等々，侮 A つ形式を持って

いなかった.舞踊が独立した創作芸術であるという宣

言はなされていたが，そうなるための理論的実際的方

法論をもっていなかった国のである.

この舞鶴の理論的体系化という仕事を成し滋げたの

が，ラパンである.ラパンは，舞踊の空間形成の根本

Z望論を打ち立て. これらの理論は，イギリスにおける

舞踊教育にも大きな影響を与えた.ラパンが理論的体

系化を完成させたから ζ吃舞踊教育として成立する

ことができた方メリ-.ヴィグマンは，ラパンの

理論や法則を芸術作品にして，舞台のとから証明した.

彼女はー械の理論家でもあるが，優れた創作家，演技

家でもあり，作品によってラパンのとりかかった進歩

的な理論の裏づけをした.彼女はFイツばかりでなく

会ヨーロッパで活躍し，アメリカでの数多くの公演は，

アメリカのモダン・ダンスにも大きな影響を及ぼして

いる16)

アメリカのモダン・ダンスの隆盛はマーサ・グラハ

ムに代表される マーサ・グラハムは，グラハム a メ

ソッ Fを掲げ，グラハムのモダン・ダンスは内面性を

主張していた.ただ単i之内菌性を主張しても，ぞれが

自己満足の単なる主観性への埋没とならないように，

表現する方法を見出すととを求めた，表現性とは，内

面を表現するための言葉や文法や構成であった網グラ

神事事は，イサFラ・ダンカンを中心とする舞踊革命 ハムは衝動に忠実なあまり，形式を創造しようとした

は「第一次世界大戦により康雄とも化したヨーロッパ のである.ダンカンが否定したバレエの伝統的形式で

が立ち上がるための象徴j坤であるといった網この時 はなかったけれど，モダン E ダンスにおける形式を必
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要とした.内両性をただ無責任に放出するのではなく，

形式を厳密に選択するととによって内面性の共有に向

かおうとしたのがグラハムであった.このグラハムの

メソッドはp 現在でも多くのモダン・ダンサーによっ

て実践されている.

グラハムから離れ，モダン・ダンスからポスト・モ

ダンへと移行させたカニングハムは，グラハムの表現

伎を拒絶し，グラハムのっくりあげた構造安打ち破っ

たE 内面性の表現のためにはやはり形式が必要である

としたグラハムらの，音楽は舞踊や舞台装撞と緊密に

結びついていなければならないという観念を否定し，

振付の構成約な意図を破壊し，クライマックスを否定

した.カニングハムのダンスでは，身体の動きは何か

を表現する手段ではなく，ぞれ自体が鍍賞のま操とな

った.カニングハムの動きは，音楽との結合を切断す

るととから始まり，非自然的であった.しかし決して

でたらめではなく，痕ヶ崎は，カニングハムの動ぎを

「動きそのものが自らの意志を持ち，入院の意図を超

えて自ら援関していくように見えるj同と評している.

モダン署ダンスの後継者たちは， r表現jを自己批判

し，ダンスの純粋な姿を模索しようとする新しい方向

をめざしたー

4.まとめ

ダンカンが舞踊に革命を起こし，モダン・ダンスは，

一人ひとりの人間がのびのびと自由に自己の内面や感

情を表現する舞踊となった.ダンカンは，自由と自然

を求めて伝統や形式を否定したが，その後，新しい舞

踊はあまりにも奔放となり混迷し，舞踊家たちは自己

反省に行きつく そしてこの答えが，いわゆるモダ

ン・ダンスの新しい舞踊観・新しい身体部練法・新し

いテクニック，すなわちフォルムの創造であったe モ

ダン・ダンスの隆盛を支えた舞踊家には，確かにそれ

ぞれのフォルムがあった.ダンカンが破壊した古典的

伝統的フォルムは，グラハムによって，ラパンによっ

て，ヴィグマンによって，形は異なるが，裁にも触れ

られる，撲にも実体の分かるフォルムを作り出したと

いえる.モダン・ダンスは，古典パレヱの伝統的な形

式に反旗を翻したが，内簡を諮るためには，ただ単に

思いつきで踊るだけではなく，表現性というフォルム

が必要であったやむろんそのフォルム比古典バレエ

における形式ほど束縛された窮屈であるものではなか

ったし，モダン・ダンスにすべて，識の踊るモダン・

ダンスにも共通するものではなかったが，グラハムま

でのいわゆる正統派モダン・ダンスが最も重要とした

内面の表象は，表現性，そして伝達伎という意味でも

ブォルムを創造することで実現できたといえる こと

で，モダン・ダンスは，やっとバレエではない舞踊の

ジャンルのひとつとして認められた.ラパンにはラパ

ンーシステムが，グラハムにはグラハム・テクニッタ

があった.だからとそ，我々は，今，モダン・ダンス

を諮り，織り続けることができるのである.ラパン・

システムがイギリスの舞踏教育の礎となり，舞踏家は

グラハムのテクニックを基礎練聖子として彼女のモダ

ン・ダンス1;:触れることができるのである.モダン・

ダンスは，決して思いつきの即興ダンスではない，自

由な表現のためのでたらめなダンスでもない‘そとに

は，確国たるテクニックやシステムに支えられた表現

牲というフォルムが存在していることを忘れてはなら

ない.

Accellted date 2011年1月31日
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